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１．RESAS/RAIDAの概要 10分

２．RESASの操作⽅法 40分

３．RESASを活⽤した現状分析 40分
→ワーク

４．課題特定と構造化 30分

標準的な研修プログラムは次のとおり。
（要望に応じて調整いたします。）
①RESASの概要説明︓50分程度
②ワーク︓40〜60分
③発表、分析⼿法紹介︓20〜30分

研修資料SAMPLE



１．RESAS/RAIDAの概要
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研修資料SAMPLE



地域経済分析システム（2015年4⽉〜）
〜Regional Economy Society Analyzing System〜

地域経済に関するデータを、地図やグラフ等で分かりやすく「⾒える化」している
システム
⇒地域の特徴（強み・弱み）を分析するツールの１つ
⇒KKO（勘、経験、思い込み）だけではなく、データに基づいて効率的に

経済センサス、国勢調査、⼈⼝動態調査、⼯業統計調査、農林業センサス・・・etc

⺠間 携帯端末データ（NTTドコモ）、クレジットカード利⽤データ（VISA）・・・etc

公的
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＞RESAS紹介動画（内閣府）
https://www.chisou.go.jp/sousei/resas/resas_setsumeidouga.html

研修資料SAMPLE



地域経済分析システム（RESAS）マップ⼀覧

内閣官房デジタル⽥園都市国家構想実現会議事務局

地域経済分析システム（RESAS）の概要 ※本システムは経済産業省が運⽤
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地⽅創⽣データ分析評価プラットフォーム（RAIDA）

• 2024年1⽉31⽇にRAIDAサイトをリリース。V-RESASで提供していた「旅⾏」データに相当する「感染症回復
︓旅⾏」及び、「物価⾼騰・円安」の2つの政策課題別タブを公開めいしょうへ。

• 2024年3⽉13⽇に、「デジタル実装」のタブを公開。デジタル⽥園都市国家構想交付⾦（デジタル実装タイプ）
によるデジタル実装への取組状況を可視化することで、更なるデジタル実装の検討加速を⽀援する。

• また、⽣成AIを活⽤した、データ分析ロールプレイ⽀援機能「RAIDA-AI」を搭載。今後、希望する地⽅公共
団体に限定して公開を予定。

RAIDAサイトトップ 感染症回復︓旅⾏ マッシュアップ 物価⾼騰・円安（全体像の把握→課題特定に向けた詳細な分析）

⽣成AIによるデータ分析⽀援デジタル実装への取組状況マップ/デジタル実装事例の検索機能<https://raida.go.jp/>

内閣官房デジタル⽥園都市国家構想実現会議事務局 6
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２．RESASデータのご紹介
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研修資料SAMPLE



8

①⼈⼝

②産業

③観光

④その他

研修資料SAMPLE

＜分析ポイント＞

1. ⼈⼝構成（⼈⼝推移）

2. ⼈⼝の流出⼊要因（⾃然動態・社会動
態）

3. 流出⼊者の地域や年代

⼈⼝減少 ⇒ 影響：税収が減る
⇒ 要因：⾃然動態 ／ 社会動態



⼈⼝構成分析
（データ出所︓総務省「⼈⼝推計」「国勢調査」、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の地域別将来推計⼈⼝」）

○都道府県・市区町村単位で、年齢階級別（推移は年齢３区分別）に⼈⼝構成や⼈⼝推移を⼈⼝ピラミッドや折れ線
グラフの形で表⽰することで、今後のインフラ整備の⽅向性、医療・福祉政策等を検討することができます。

○また、複数⾃治体をまとめる形で⼈⼝構成や⼈⼝推移を把握・予想することができるため、今後の近隣⾃治体等との政策
連携の議論にも活⽤できます。

※都道府県単位のデータは、1960年から2050年、市区町村単位のデータは、1980年から2050年（いずれも5年刻み）。
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実際にRESASの操作画⾯を⾒ながら、
各MAPの図・データの活⽤⽅法や
RESASの操作⽅法を解説します。

研修資料SAMPLE
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①⼈⼝

②産業

③観光

④その他

研修資料SAMPLE

（１）地域経済の全体像をつかむ
地域経済の全体像やお⾦の流出⼊を把握

（２）地域の主要産業をつかむ
地域全体の産業の強み・弱みや、地域における主要産業を把握

（３）中核企業候補をつかむ
特定した主要産業を⽀えている中核企業候補を把握
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地域経済循環分析
（データ出所︓環境省「地域産業連関表」「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（⽇本政策投資銀⾏グループ）受託作成）

○都道府県・市区町村単位で、地域のお⾦の流れを⽣産（付加価値額）、分配（所得）、⽀出の三段階で「⾒える化」することで、地域
経済の全体像と、各段階におけるお⾦の流出・流⼊の状況を把握することができるため、地域の付加価値額を増やし、地域経済の好循環を
実現する上で改善すべきポイントを検討することができます。

○地域経済の⾃⽴度を測る地域経済循環率（⽣産（付加価値額）÷分配（所得）により算出）を把握することも可能。
※データは2010年、2013年、2015年、2018年の4時点。市区町村の各数値は推計値。

愛知県は域外へ所得の流出がありますが、⽀出は域内へ流⼊しています。

研修資料SAMPLE
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①⼈⼝

②産業

③観光

④その他

研修資料SAMPLE

＜注⽬される観光業＞

⼈⼝減少 → 地域における消費減
その減少をどのように補うか？

⇒ 観光業
＝定住⼈⼝の減少を、流動⼈⼝・交流

⼈⼝の増加により補うことのできる
産業



観光地分析
（データ出所︓公益社団法⼈⽇本観光振興会「全国観光情報データベース」、⽇本ソフト販売株式会社「電話帳データ」、

国際興業株式会社「住所正規化コンバータR7」、株式会社オープントーン「RESAS⽤アイコンLocationMindxPro ）
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○ 全国各地の観光地情報と事業所情報と滞留⼈⼝の3つのデータをかけ合わせて表⽰することができます。
○ メッシュサイズ︓政令市および東京23区は125mも選択可能、その他の地域は250m
※データは2024年1⽉~2024年12⽉（⽉次単位、市区町村単位）

観光地と滞留⼈⼝メッシュを表⽰

研修資料SAMPLE



研修内容・資料構成について

【参考例】
▼地⽅⾃治体向け ▼ 教育機関向け

・研修の⽬的や受講⽣の属性に応じて、例えば以下の例のように、研修内容や資料構成
の調整をいたしますので、お気軽にご相談ください。

RESASによる⾃治体所管地域の分析や
政策検討過程におけるRESAS活⽤⽅法等、

業務におけるRESAS活⽤を想定した研修を実施。

RESASを活⽤した授業モデルや学⽣向けの
RESAS学習コンテンツ紹介を取り⼊れ、
教育現場での活⽤を想定した研修を実施。

研修資料SAMPLE


